
平成 26 年（2014 年）２月那覇市議会定例会

一般質問発言通告書（３日目）

平成 26 年２月 28 日（金）

※１人当たり 15 分間（答弁を除く）

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

１ 多和田 栄 子

(社 民 党)

質問方式

総括質問方式

(演壇・質問席）

１ 学校給食食

材について

２ 環境問題行

政について

育ち盛りの子どもたちにとって学校給食は授

業と同じように重要である。同時に原発事故によ

る放射能の問題、食品の表示偽装問題等、いろん

な不安なことが報道されている。そのようなこと

をふまえ以下伺う

(１) 那覇市の給食センターにおいて、それぞれ

何人分の給食を作っているのか

(２) 食材購入の安全点検及び産地表示はどの

ようになっているのか

(３) 地産地消の推進がうたわれているが、本市

の取り組みについて

(４) 学校給食週間にちなんで、市長及び全議員

がそれぞれ地元の学校に出向き、給食を試食

する「議員学校給食試食会」の日を設定した

らどうか提案する。見解を求める

首里石嶺町在の砂販売事業所と地域住民との

間に、騒音、粉じん等の問題が長期化している。

解決のためには、砂販売業者の理解と協力が不可

欠である

県保健所に事業主が提出した報告書には、平成

26 年１月ごろに移転する計画が出されている。

しかし、履行されていない。

４月から那覇市は中核市としてスタート、保健

所業務が市に移行。公害関係法律等に基づき沖

縄県から引き継いだ後の進捗状況や履行確認に

ついて、どのような支援状況に至っているのか

当局の見解を伺う



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

３ 非常勤職員

の雇用につい

て

４ 観光行政に

ついて

なは女性センター相談員の雇用について、以下

当局の見解を求める

(１) 「ダイヤルうない」への相談件数及び、ど

のような内容が多いのか

(２) 本市は 26 年度から配偶者暴力相談支援

センターの設置に向け準備中であり、さらに

県において、４月から女性のためのＤＶ防止

対策事業や性暴力防止啓発事業がスタート

し、市町村に下ろされてくるとのことであ

る。そのことからして、相談体制のレベルア

ップを図る必要がある。相談員の継続につい

ての見解を伺う

那覇市の与儀公園において、なは桜まつりが開

催されて 21 回目を迎える。那覇市は共催となっ

ている。でも、これまで助成金もなく、造園組合

の皆さんを中心にボランティアをつのり、開催し

てきたとのことである。しかし、限界がある。県

民や観光客をもっと誘致するためにもこれまで

以上に広報活動に力を入れることができるよう、

助成すべきではないか。当局の見解を求める

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（３日目） 平成 26 年２月 28 日(金)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

２ 山 川 典 二

(自民・無所

属・改革の会)

質問方式

総括質問方式

(演壇・質問席）

１ 教育行政に

ついて

２ 観光行政に

ついて

３ 新しい市歌

について

４ 奥武山公園

のスポーツス

タジアム整備

事業について

泊幼稚園跡地の利用計画の現状について伺う

那覇空港新国際線ターミナルビルの増築計画

がすぐに始まるが“国際観光都市・那覇”の意向

をどう反映させるのか伺う

新たな市歌選定のための事務関係費用が新年

度予算に計上されている

基本的見解を問う

(１) 奥武山公園における陸上競技場兼サッカ

ー場整備計画について伺う

(２) 地下資源の天然ガス・温泉を活用したスポ

ーツ医療施設の建設が必要だと考えるが見

解を伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（３日目） 平成 26 年２月 28 日(金)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

３ 宮 平 のり子

(社 民 党)

質問方式

総括質問方式

(演壇・質問席）

１ 健康福祉行

政について

２ 乳がん受診

対策について

３ 障がい者支

援について

４ 交通行政に

ついて

20 代 30 代の無料健診について

(１) 実施状況

(２) 実態把握、どのようなことがわかったか

(１) 那覇市民で乳がんの受診割合と類似都市

比較について

(２) 那覇市内の人口当たりの乳がんり患率に

ついて

「重度障害者等入院時コミュニケーション支

援事業」について伺う

(１) 那覇市内のスクランブル交差点は、何か所

か。スクランブル交差点に至った理由は何か

(２) 真和志小学校前の十字路は、識名トンネル

が開通してから、出勤時には、トンネルを経

由する車の流れが大幅に増え、渋滞するよう

になっている。地域の交通指導員の指導もあ

るが、学校側に渡るまで、二回信号待ちをす

ることが多いので、スクランブル交差点にし

てはどうか伺う

(３) 首里高校から龍潭に向かう池端交差点は、

城西小学校への通学路である。池端交差点は

首里城に行き交う観光バスが通学路を遮る

形になっている。池端交差点で学童の安全を

守るために、スクランブル交差点にしてはど

うか伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、関係部長



一般質問（３日目） 平成 26 年２月 28 日(金)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

４ 清 水 磨 男

(なは民主)

質問方式

総括質問方式

(質問席のみ)

１ 那覇市のシ

ンボル行政に

ついて

２ 行政改革に

ついて

３ 活性化施策

について

４ 子ども行政

について

(１) ｢生誕の像｣やシーサーなど、那覇市のシン

ボル的建造物のメンテナンスについて伺う

(２) 那覇市歌の歌碑やカラオケ登録などの検

討について伺う

(１) ＩＣＴに関して、メルマガの必要性、タブ

レット端末の職員への配布など、時代に適合

した積極的な変更や活用について伺う

(２) 縦割り行政の弊害が、起業や事業拡大にお

いては、小規模事業主であるほど被ることが

ある。そのため専門のワンストップ窓口につ

いて伺う

(１) 非中心市街地の活性化はどの部署が担当

し、どのような施策があるか伺う

(２) 那覇のハーブは、どのハーブを、どのよう

な特色を持たせて売り出しているのか伺う

(３) 小学校区コミュニティモデル事業の課題

を伺う

(４) 新都心地域など、図書館・公民館の設置が

必要な地域について、いつ頃の決定となるの

か、進展を伺う

(１) ｢那覇市食育推進計画｣において、取り組み

の中で｢幼稚園でのたのしい給食の充実｣と

あるが、幼稚園における給食実施の進捗と今

後の計画について伺う

(２) 部活動は先生にとって過重な負担となっ

ているのか、現状を伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（３日目） 平成 26 年２月 28 日(金)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

５ 平 良 識 子

(社 大 党)

質問方式

総括質問方式

(演壇・質問席）

１ 施政方針に

ついて

２ 女性行政に

ついて

(１) 待機児童ゼロを目指して

保育士の育成および人材確保による保育

の質の向上に向けて、本市は中核市移行に伴

い、認可外保育施設保育士資格取得支援事業

をスタートしてほしい。現状と今後の対応に

ついて伺う

(２) 那覇市ぶんかテンブス館における観光案

内所の設置について

毎年県外より、平和学習のため多くの学校

が修学旅行で訪れる。しかし先生方の事前研

修に対応する機関がないため、調査研究に苦

労するとの声がある。対応する観光案内所の

整備を求める。見解を伺う

(３) 観光地周辺の飼主のいない猫の不妊去勢

手術の実施について

本市が実施予定のＴＮＲ（飼主のいない猫

を捕獲し、不妊去勢手術をし、元の場所へ戻

すこと）について、市内外より高い評価と期

待と注目が集まっている。それゆえに事業実

施については、動物愛護団体や市民と協働、

連携した取り組みを求める。見解を伺う

(４) 高齢者に優しいまちづくりについて

ＷＨＯは「高齢者にやさしい都市づくりガ

イド」を発表し、高齢者および人口高齢化に

配慮したまちづくりに努める国や都市の国

際的つながりを強め、活動を支援するため、

ＷＨＯエイジフレンドリーシティグローバ

ルネットワークを 2010 年に設立した。本市

のネットワーク参加と、ＷＨＯに基づく高齢

者にやさしいまちづくり行動計画の策定を

提案する。見解を伺う

(１) なは女性センター相談員（非常勤職員）の

採用年度の延長について

なは女性センター条例第３条４号に基づ

き、３名の非常勤職員が相談員として電話・

面接・法律相談を行っている。他方、当該非

常勤職は、「那覇市非常勤職員要綱」におけ



順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

る「専門的な知識及び技能並びに経験を必要

とする非常勤職」として任用期間５年となっ

ているが、当該センターの役割は増加し、今

後新たな配偶者暴力相談支援センター設置

に向けて体制のレベルアップを図る必要が

あり、相談員が継続して任用されることが必

要である。就労要綱第５条の継続採用期間を

拡大するよう見直しを図ってほしい。見解を

伺う

(２) 乳がん検診の拡充について

30 代へのマンモグラフィーおよびエコー

検査の助成拡大を要望したが、その後の対応

について伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、関係部長



一般質問（３日目） 平成 26 年２月 28 日(金)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

６ 前 泊 美 紀

(無所属の会)

質問方式

一問一答方式

(質問席のみ)

１ 行財政改革

について

２ 学力向上対

策について

３ 情報公開条

例について

市がこのたび策定した「那覇市経営改革推進計

画－那覇市経営改革大綱（改訂版）」（案）につい

て、改訂内容とパブリックコメントの結果、今後

のスケジュールを伺う

那覇市における「学力」の定義と課題は何か。

また、課題解決のためにどのような取り組みをし

ているか。教育長の見解を伺う

本市は、昭和 63 年に制定した那覇市情報公開

条例を、「近年の情報公開制度に関する様々な課

題に対応し、より適正な運用を図ることを目的と

して」、条例の全部を改正する条例案を、今議会

に提出している。以下、伺う

(１) 現行条例への評価と改正のポイント

(２) パブリックコメントの結果

(３) 那覇市情報公開・個人情報保護運営審議会

での審議内容

(４) 第 10 条（公文書の存否に関する情報）を

規定した理由と他自治体の状況

(５) 第 11 条（権利の濫用）を規定した理由と

他自治体の状況

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（３日目） 平成 26 年２月 28 日(金)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

７ 上 原 快 佐

(社 大 党)

質問方式

一問一答方式

(演壇・質問席）

１ こども子育

て行政につい

て

２ ウチナーグ

チの普及促進

について

３ 福祉行政に

ついて

(１) 市内地域別児童数の前後 10 年の推移と特

徴について伺う

(２) 市内児童館の適正数及び今後の整備計画

について伺う

(１) 教育施設（幼稚園・保育所）でのウチナー

グチの活用状況について伺う

(２) 地域自治会での普及促進状況について伺

う

(１) 中核市移行に伴う介護関係の移管業務に

ついて伺う

(２) 本市の介護老人福祉施設の運営について

伺う

(３) 那覇市社会福祉審議会の役割について伺

う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長



一般質問（３日目） 平成 26 年２月 28 日(金)

順

位

氏  名

(会 派 名 )
発 言 事 項 発 言 要 旨

８ 山 城 誠 司

(新 風 会)

質問方式

総括質問方式

(演壇・質問席）

１ 自動二輪車

行政について

２ 公園整備に

ついて

３ 巨人軍キャ

ンプ受け入れ

について

４ 教育行政に

ついて

(１) 来年４月１日からオートバイの税金が大

幅に値上げされる予定であるが、本市におい

ての現在の税収、増税後の税収はどのように

なるのか伺う

(２) 昨年 11 月から行っている、市役所横の自

動二輪車駐車場の社会実験についての結果

及び問題点はどのようなものがあるか。又、

今後、同様の実験計画について伺う

中心市街地の公園整備は緑ヶ丘公園を中心に

行っているが、牧志南公園の整備計画について

伺う

平成 22 年、県民市民が待ちに待った「沖縄セ

ルラースタジアム那覇」がオープンした

現在、本市の経済、観光にも大きく寄与してい

るが、特に巨人軍のキャンプはセルラースタジア

ムの大きなイベントであり全国から大きく注目

されているが、キャンプ受け入れ時から現在まで

の状況について伺う

社会問題になっている「小中学生のいじめ」に

ついて、本市の状況、及び問題点、対応等につい

て伺う

【答弁を求める者】

  市長、副市長、教育長、関係部長


